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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 電 熱 式 温 熱 指 圧 器
【 技 術 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 　 　 　 　 　 電 熱 で １ ０ ０ 度 位 に 熱 せ ら れ た 、

、 身 体 の 一 部 に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 低 温 の お
灸 と 指 圧 を 同 時 に 行 え る 器 具 で あ る 。

、 指 圧 を す る 器 具 の 先 端 は 、 電
熱 で 熱 せ ら れ て い る の で 、 人 肌 に 直 接 当 て る に は 温 度 が 高 過 ぎ て 無 理 で す か ら 、 布 や 皮 革
や プ ラ ス チ ッ ク 等 で 作 っ た キ ャ ッ プ を 被 せ て 、 接 触 温 度 を 調 整 す る よ う に し て あ り ま す
　 １ ０ ０ 度 の 発 熱 部 を 、 上 記 の よ う に 被 覆 し た 器 具 を 人 肌 に 器 具 を 押 し 当 て る と 、 当 初 は
弱 い 温 感 を 皮 膚 に 感 じ る が 、 秒 間 隔 で 器 具 内 部 の 高 温 が 、 防 熱 キ ャ ッ プ を 通 し て 徐 々 に 肌
に 伝 わ り 、 や が て 、 肌 が 我 慢 が 出 来 な い 程 熱 く な る の で 、 本 人 の 我 慢 度 合 い で 、 器 具 を 体
か ら 離 し ま す 。
　 こ の 指 圧 に よ っ て 、 肌 に 真 赤 な 焼 け 跡 が 残 る ほ ど の 、 熱 の 伝 導 が あ り ま す 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 　 　 　 　 　 人 肌 を モ グ サ で 直 に 焼 か な い 、 間 接 的 な お 灸 の 器 具 の 中 で 、 低 温 お 灸 と 指

電 気 コ テ 形 式 の 、 コ テ 先 に 当 た る 金 属 部 分 に 、 『 図 ６ 符 号 ８ 」 の 耐 熱 プ ラ ス チ ッ ク を 被 覆
し て 、 発 熱 部 か ら コ テ 先 に 伝 わ る 熱 を 、 低 温 に 導 く 形 態 と 構 造 を 考 案 し 、 電 熱 に よ る 、 温
熱 指 圧 器 に 応 用 し た

発 熱 部 に 入 れ た 金 属 棒 に 、 耐 熱 プ ラ ス チ
ッ ク を 被 覆 し 、 先 端 の 球 面 を 持 つ 部 分 を

お 灸 は 肌 に 強 い に 熱 さ を 与 え な い と 効 果 が あ り ま せ ん の で



圧 を 同 時 に 行 な う 器 具 を 私 は 知 り ま せ ん 。
　 私 が 本 器 具 を 考 案 し た 発 端 と 理 由 は 次 の 通 り で す 。
　 私 は こ こ ２ 年 位 、 隔 週 に お 灸 を し て い ま す が 、 お 灸 を 旅 先 で も 出 来 な い か と 思 っ て 、 ド
リ ン ク 剤 の 空 き ビ ン を 利 用 し て 、 キ ャ ッ プ の 平 面 部 に 丸 穴 を 明 け て 、 先 端 が 球 面 の 真 鍮 の
棒 を 取 り 付 け 、 ビ ン に お 湯 を 入 れ て キ ャ ッ プ し て 、 お 灸 を す る 箇 所 に 布 を 当 て た 上 か ら 指
圧 を し た ら 、 熱 さ と 指 圧 で お 灸 に 近 い 効 果 が あ っ た の で 、 使 い 捨 て た 空 き ビ ン と キ ャ ッ プ
を 利 用 し た 指 圧 器 具 を 作 れ ば 、 資 源 の 再 利 用 と 安 価 な 温 熱 指 圧 器 具 が 作 れ て 、 世 間 に 役 に
立 つ と 考 え ま し た 。
　 ま た 、 廃 品 の ペ ッ ト ボ ト ル の 中 に 、 電 気 に よ る ２ ０ ０ 度 の 発 熱 器 と 、 １ ０ ０ 度 に 温 度 を
設 定 す る 温 度 設 定 セ ン サ ー を 入 れ て 、 指 圧 棒 に 伝 わ る 発 熱 を １ ０ ０ 度 に 押 え て 、 指 圧 実 験
を し た 結 果 、 お 湯 の 熱 利 用 と 同 じ 結 果 を 得 ま し た 。
　 し か し 、 温 度 設 定 セ ン サ ー の 価 格 は 、 器 具 本 体 よ り 高 価 に 付 く の で 、 温 度 設 定 セ ン サ ー
を 使 わ な い 方 法 を 検 討 し た 結 果 、 市 場 で １ ６ ０ 度 の 発 熱 機 器 で 低 価 格 の 大 量 流 通 品 を 発 見
し 、

。

。
　 安 全 の 為 、 過 熱 防 止 ヒ ュ ー ズ を 取 り 付 け ま し た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 本 器 具 は 、 従 来 よ り 家 庭 で 使 わ れ て い る 間 接 の お 灸 器 具 よ り 、 器 具 代 も
消 耗 費 用 も 安 く 上 が り 、 お 灸 も 指 圧 も 同 時 に 行 な え る 長 所 が あ り ま す 。
　 旅 行 に 携 帯 し て も 、 モ グ サ の お 灸 の よ う に 、 煙 や 匂 い が 出 ま せ ん 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 指 圧 棒 の 先 端 の み な ら ず 、 器 具 の 発 熱 部 も 覆 う こ と で 、 器 具 が 体 に 接 触
す る 温 度 を 低 く し ま す 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 指 圧 を す る 指 圧 棒 の 先 端 は 熱 く て 、 体 に 直 接 触 れ る る こ と は 出 来 な い か
ら 、 布 で 袋 状 の 防 熱 被 覆 「 図 ６ 符 ２ 」 を し て 、 温 熱 指 圧 を 行 な う 。
　 電 熱 に よ る 発 熱 部 に は 、 火 傷 や 火 災 を 防 ぐ た め に 、 器 具 の 温 度 が 定 温 よ り 上 昇 し た ら 、
電 流 が 遮 断 さ れ る 温 度 ヒ ュ ー ズ の 設 置 を し ま し た 。
　 温 熱 指 圧 を 実 行 す る 時 、 指 圧 棒 が 最 初 に 肌 に 触 れ る 時 の 熱 さ が 、 強 す ぎ る と 感 じ た ら 、
被 覆 さ れ た 指 圧 部 の 先 端 に 、 更 に 薄 い 布 を 重 ね る か 、

。
　 発 熱 部 の 熱 が 外 部 に 伝 わ る こ と を 防 ぐ た め に 、 発 熱 部 と 外 装 の 内 側 が 接 触 す る 部 分 を 、
出 来 る だ け 少 な く し て 、 発 熱 部 の 熱 が 外 装 に 伝 わ る こ と を 、 避 け る よ う に す る 必 要 が あ り
ま す 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】

。

。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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こ の 安 価 な 発 熱 器 具 を 利 用 し た 方 式 を 、 昨 年 ９ 月 １ ３ 日 「 手 続 き 補 正 」 を 申 請 し ま し
た
近 来 、 電 熱 で 低 温 発 熱 が 可 能 と 知 り 、 尚 、 指 圧 棒 の 金 属 部 分 に 、 耐 熱 プ ラ ス チ ッ ク を 被 覆
す る 方 法 も 取 り 入 れ て 、 本 器 具 を 改 良 し ま し た

低 温 用 の 指 圧 棒 に 取 り 替 え れ ば 、 接
触 温 度 を 尚 下 げ て 、 温 熱 指 圧 が 出 来 ま す

発 熱 部 よ り 熱 を 伝 導 す る 「 図 ６ 符 号 １ ４ 」 の 金 属 棒 に 、 同 図 の 「 符 号 ８ 」 の 耐 熱 プ ラ ス チ
ッ ク 被 覆 し た 指 圧 棒 で 、 指 圧 棒 の 先 端 に 届 く 熱 の 伝 導 を 低 下 さ せ 、 こ の 指 圧 棒 の 先 端 を 人
体 に 押 し つ け て 、 温 熱 指 圧 を 行 な う
人 そ れ ぞ れ に 、 体 に 触 れ る 温 度 の 感 覚 が 違 う し 、 そ の 人 の 体 の 部 位 に よ っ て も 、 熱 さ を 感
じ る 度 合 い が 違 う か ら 、 前 記 指 圧 棒 の 熱 の 伝 導 度 合 い の 違 う も の を 数 本 用 意 し て 、 自 分 の
体 に 合 う 指 圧 棒 を 選 ん で 、 温 熱 指 圧 を 行 な う



　 　 　 　 　 　 　 　 肌 に 伝 わ る 器 具 の 接 触 時 間 加 減 は 、 人 そ れ ぞ れ に 選 び ま す 。
　 肌 に 火 脹 れ が 出 来 る 、 モ グ サ の お 灸 に 近 い 熱 を 好 む 人 は 、 発 熱 し た 器 具 を 肌 に 押 し 当 て
る 時 間 を 長 く す れ ば 、 肌 に 赤 い 焼 け 跡 が 残 る 程 に な り ま す か ら 、

。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 指 圧 棒 の 先 端 に 伝 わ る 温 度 が 異 な る 指 圧 棒 を 、 数 種 類 用 意 し て 各 人 が 使
い 分 け る 方 法 が 取 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 本 器 具 は 、 指 圧 と 温 灸 の 両 用 の 効 果 を 求 め ら れ ま す 。
　 本 器 具 に よ り 、 従 来 の 火 傷 を し な い 程 度 の お 灸 を す る 器 具 や 費 用 よ り 、 安 価 で 長 期 使 用
が 可 能 で す 。
　 火 傷 を す る ぼ ど の 熱 さ を 我 慢 し て 、 本 格 的 お 灸 の 効 果 に 近 づ け た い 人 は 、 指 圧 時 間 を 長
く す る か 、 同 じ 場 所 を 何 度 も 繰 り 返 し 温 熱 指 圧 を す れ ば 、 モ グ サ の お 灸 の 熱 効 果 に 近 づ き
ま す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 ピ ス ト ル 型 の 温 熱 指 圧 器 具 の 指 圧 棒 に 、 防 熱 キ ャ ッ プ を 被 せ た 正 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 か ら 防 熱 キ ャ ッ プ を 取 っ た 上 面 図
【 図 ３ 】 同 上 に 防 熱 キ ャ ッ プ を 被 せ た 底 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 の 左 側 面 図 。
【 図 ５ 】 同 上 の 右 側 面 図 。
【 図 ６ 】 「 図 １ 」 に 「 符 号 １ ５ 」 の 防 熱 カ バ ー を 付 け た Ａ ～ Ｂ 線 の 垂 直 断 面 図 。
【 図 ７ 】 「 図 ６ 」 か ら 「 符 号 １ ５ 」 の 防 熱 カ バ ー を 外 し た Ａ ～ Ｂ 線 の 水 平 断 面 図 。
【 図 ８ 】 指 圧 棒 の 先 端 に 被 せ る 、 布 で 作 っ た 防 熱 キ ャ ッ プ 。
【 図 ９ 】 発 熱 部 全 体 に 被 せ る 、 布 で 作 っ た 防 熱 カ バ ー 。
【 図 １ ０ 】 指 圧 棒 の ね じ 込 み 部 を 付 け た 金 属 の 箱 と 、 そ の 箱 に 発 熱 コ イ ル を 格 納 し た 立 体
図 。
【 図 １ １ 】 電 気 に よ る 発 熱 コ イ ル の 立 体 図 。
【 図 １ ２ 】 「 図 １ ０ 」 の 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 過 熱 防 止 用 の 温 度 ヒ ュ ー ズ 。
【 図 １ ４ 】 発 熱 部 に 入 れ る 金 属 棒 に 、 耐 熱 プ ラ ス チ ッ ク を 被 覆 し た 指 圧 棒 の 断 面 図 で 、 指
圧 棒 の 先 端 温 度 が 、 高 く 発 生 す る 構 造 の 断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 同 上 で 、 先 端 温 度 が 中 位 に 発 生 す る 構 造 の 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 同 上 で 、 先 端 温 度 が 低 位 に 発 生 す る 構 造 の 断 面 図 。
【 図 １ ７ 】 ピ ス ト ル 型 と 内 部 が 同 形 態 で 、 外 部 を 円 筒 型 に し た 温 熱 指 圧 器 の 外 観 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ 　 指 圧 棒 「 符 号 ２ 」 「 符 号 ８ 」 で 、 指 圧 を す る 接 点 。
　 ２ 　 指 圧 棒 の 熱 を 緩 和 す る た め の 防 熱 キ ャ ッ プ 。
　 ３ 　 防 熱 キ ャ ッ プ を 止 め る 耐 熱 ゴ ム リ ン グ 。
　 ４ 　 温 熱 指 圧 器 の 外 装 を 、 抱 き 合 わ せ 止 め す る ネ ジ 。
　 ５ 　 発 熱 部 が 体 に 触 っ た 時 の 、 熱 さ を 防 ぐ 為 の 、 防 熱 カ バ ー を 止 め る 突 起 部 分 。
　 ６ 　 外 容 器 。
　 ７ 　 電 線 コ ー ド 。
　 ８ 　 指 圧 棒 の 耐 熱 プ ラ ス チ ッ ク の 部 分 。
　 ９ 　 指 圧 棒 の 先 端 の 温 度 の 高 低 を 示 す 、 条 痕 の 数 で 示 す 条 痕 線 。
１ ０ 　 指 圧 棒 に 布 の 被 覆 を す る 為 の 溝 。
１ １ 　 「 符 号 ６ 」 に 対 向 す る 外 容 器 。
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器 具 の 接 触 時 間 を 長 く し
た り 、 同 じ 箇 所 を 繰 り 返 し 温 熱 指 圧 を す れ ば 良 い



１ ２ 　 温 度 ヒ ュ ー ズ を 止 め る ネ ジ 。
１ ３ 　 放 熱 穴 。
１ ４ 　 指 圧 棒 の 金 属 部 分 。
１ ５ 　 発 熱 部 が 体 に 触 っ た 時 の 、 熱 さ を 和 ら げ る 防 熱 カ バ ー 。
１ ６ 　 同 上 の 、 カ バ ー の 折 り 返 し 部 分 。
１ ７ 　 同 上 の 、 カ バ ー を 縛 り 止 め る 紐 を 通 す 穴 。
１ ８ 　 指 圧 棒 の 取 り 付 け ネ ジ 穴 が 付 い た 、 発 熱 部 の ケ ー ス 。
１ ９ 　 発 熱 ヒ ー タ ー 。
２ ０ 　 温 度 ヒ ュ ー ズ の 基 盤 。
２ １ 　 温 度 ヒ ュ ー ズ 本 体 。
２ ２ 　 １ ０ ０ ｖ 電 線 。
２ ３ 　 外 装 と 電 線 コ ー ド を 止 め る ネ ジ 穴 。
２ ４ 　 電 線 コ ー ド を 押 え る 突 起 部 。
２ ５ 　 「 符 号 １ ５ 」 の カ バ ー の 一 部 の 断 面 図 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ２ 】
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